
’

ポ
イ
ン
ト
②

数
十
億
個
も
の
脳
細
胞
の
派
仙
か
ら
生
ま
れ
る
人
間

の
忠
特
や
感
怖
、
数
え
き
れ
な
い
生
物
極
が
栄
枯
嘘
狂

を
繰
り
返
し
て
き
た
化
命
の
進
化
、
変
動
を
続
け
る
株

式
州
賜
１
１
．
旧
来
の
自
然
科
学
や
経
済
学
で
は
と
ら

え
き
れ
な
か
っ
た
こ
う
し
た
複
雑
な
現
象
を
読
み
解
く

新
し
い
科
学
が
登
場
し
た
。
近
代
科
学
技
術
に
行
き
詰

ま
り
感
が
見
え
る
中
で
、
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
「
複
雑

系
の
科
学
」
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

1ｅｅｒ７年(平成９年)１月４巳(土曜日）
－－－－

一－ 一一一一一

弾
即
鱒
蝉
離
践
弼
渡
憾
読
弥
瀞
溌
壌
評
射
騨
睡
唖
縦
溌
弥
叩
弾
却
洋
劇
弾
劇
幾
踊
紳
叩
献
（
叩
紳
溌
・
報
職
制
‘
皿
‘
叩
●
⑪
●
叩
‘
弧
‘
料
‘
恥
．
即
●
即
‘
計
●
制
‘
“
‘
邸
．
酬
‘
鼎
糾
●
齢
、
帥
’
酢
‘
認
●
●
‘
牝
’
．
曲
，
叩
・
‘
’
町
‘
山
副
。
’
山
ｆ
‘
酌
‘
引
●
説
Ｊ
●
蔀
●
●
’
．
＃
●
・
・
●
・
』
・
・
‘
駅
’
．
●
‘
‘
‘
‘
先
‘
‘
‘
‘
‘
‐

癖
ご
と
く
移
動
し
た
り
自
己
複
製
擬
実
験
を
さ
せ
る
研
究
分
野
↑
ぜ

》
［
吊
困
一
別
国
一
附
門
回
］
し
た
り
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
「
人
工
生
命
」
と
い
う
。
現
実

；
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
に
は
非
滝
に
長
い
時
間
が
か
か

拙
一
藁
繁
州
に
あ
体
究
唾
謹
蕊
繁

る
民
間
肌
究
難
関
．
核
兵
器
の
命
研
町
現
実
が
確
か
に
実
験
の
逆

》
蕊
》
撚
議
瀦

一
常
勤
壷
趣
か
ず
大
半
が
一
年
以
ロ
象
舗
噺
騨
維
鯉
薙

内
の
短
期
滞
在
の
研
究
者
で
柵
プ
現
揺
維
狸
劉
噸
雑

成
す
る
の
が
特
徴
。

人
工
生
命
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
人
工
生
命
体
」
ス
も
複
雑
系
も
近
代
科
学
が
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
に
見
立
て
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ら
え
担
れ
た
複
雑
な
現
象
を
相

の
よ
う
に
あ
た
か
も
生
き
物
の
－
内
で
進
化
や
生
存
競
争
の
模
手
に
す
る
点
で
共
通
す
る
。

Eヨジ本豆ｅ建巨穆辱奈斤）茎目
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